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【３・４年 十勝エコロジーパーク】 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

校 長  馬 場 泰 栄 

  

９月も終わりに近づき、朝夕はずいぶん涼しくなってまいりました。夏休みが終わって１か月ほどが過ぎまし

たが、子どもたちは学習にも生活にも、確かな足取りを見せてくれています。 

 今、日本の学校教育は、大きな転換点を迎えています。背景にあるのは、AI（人工知能）が急速に発達し、私

たちの生活の中でも当たり前に使われるようになってきた社会の変化です。知りたいことを調べたり、答えを見

つけたりすることは、今やスマートフォン一つ、AIに聞くだけでもできる時代になりました。 

 だからこそ、これから大切になるのは、「答えを知っていること」だけではなく、「自分で問いを見つけ、考

え、工夫すること」です。教科の勉強も、一つ一つをばらばらに覚えるだけではなく、いろいろな教科で身に付

けた力を結び付けながら、自分の頭で考え、答えをつくり出していく学びへと、少しずつ変わっていきます。 

 本校でも、この流れを待つのではなく、少しずつ授業の時間の使い方を柔軟に見直す準備を始めています。各

教科で身に付けた力を生かしながら、自分で考え、調べ、工夫する時間を計画的につくっていく取組です。「変

わってから慌てる」のではなく、「変わる前から備える」。この姿勢を、教職員みんなで大切にしています。 

 たとえば総合的な学習の時間では、地域の自然や産業について、子ども自身が疑問をもち、自分の足で調べ、

友達と話し合い、考えたことを発表する学びを、これから少しずつ増やしていきます。もちろん、教師が教える

べきことは、しっかりと教えます。その上で、教師がすぐに答えを与えるだけではなく、時には「一緒に考え、

一緒に調べる人」として子どもの隣に立つ。そんな教室の風景を、着実に広げていきたいと考えています。 

 そして、この学びの変化を本当に支えるのは、学校だけではありません。ご家庭の関わり方も、これまで以上

に大切になります。 

 お子さんが「なぜ？」「どうして？」と聞いてきたとき、ぜひ、すぐに答えを教えるのではなく、「あなたは

どう思う？」「一緒に調べてみようか」と問い返してみてください。今は、スマートフォンやAIに聞けば、すぐ

に答えが返ってくる時代です。だからこそ、あえて一緒に考える時間を大切にしていただきたいのです。 

 図鑑を開く、図書館に行く、ニュースについて話す。特別なことをする必要はありません。日々のちょっとし

た会話の中に、「一緒に考える」時間を増やしていただくだけで十分です。うまくいかない試行錯誤も、遠回り

に見える調べ物も、すべてが「自分で学ぶ力」を育てる大切な時間です。結果だけではなく、考えたり、迷った

り、工夫したりしたその過程に向き合う姿を、ぜひ認めてあげてください。 

 本校が大切にしている合言葉に、「まほうかけあいだ」があります。「まなざし」「ほほえみ」「うるおい」

「かかわり」「ケア」「あいさつ」「いろどり」「誰一人も取り残さない」、８つの言葉の頭文字を合わせたも

のです。 

 AIがどれだけ発達しても、子どもを見つめ、寄り添い、声をかける温かさは、人にしかできません。学びの形

が変わっていく今だからこそ、この合言葉を胸に、どの子も一人残さず、安心して考え、失敗し、もう一度挑戦

できる教室でありたいと思います。 

 子どもたちが大人になる頃には、AIとともに働き、AIを使いながら、人だからこそできることで力を発揮する

時代になっているでしょう。 

 だからこそ、これまで大切にしてきた「教えること」に加えて、「自ら問い、考え、学び続ける力を育てるこ

と」を、これまで以上に大切にしていきます。子どもたちだけに「変わること」を求めるのではなく、私たち教

職員自身も、子どもたちとともに学びながら、学校のあり方を進化させていきます。 

 学校と家庭が力を合わせ、子どもたちの「自分で学び続ける力」を育てていきたい。その思いを込めて、実り

多い秋にしていきたいと思います。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 １０月から１１月までの行事予定 

10/1 木 全校朝会 がっちりタイム 

２ 金 後期児童会総会（３～６年  ６時間）  

4 日 ノーゲームデー  

５ 月 学芸会特別時間割開始 

6 火 ALT 学芸会係活動① 

8 木 がっちりタイム 

9 金 ALT 

12 月 スポーツの日 

15 木 がっちりタイム 

18 日 ノーゲームデー 

20 火 学芸会係活動② 

21 水 学芸会児童公開日 

23 金 
学芸会係活動③ 前日準備  

南富良野町小中学生作品展（～11/6） 

24 土 学芸会 

26 月 振替休業日 

27 火 学芸会後片付け ALT 

28 水 二計測視力検査（１・６年） 

29 木 二計測視力検査（２・４年） 

30 金 
二計測視力検査（３・５年） ＡＬＴ 

教育相談（～10/５） 

11/1 日 ノーゲームデー  

３ 月 文化の日  

4 火 全校朝会 チャレ  

６ 金 委員会後② 

９ 月 保護者個人面談① カーリング学習（４年） 

10 火 ALT 保護者個人面談②  

11 水 チャレ カーリング学習（１年） 

12 火 保護者個人面談③ カーリング学習（２年） 

13 金 保護者個人面談④ ALT 舞台芸術公演 

15 日 ノーゲームデー 

16 月 カーリング学習（３年） 

17 火 ALT(低)  がっちりタイム 

19 木 カーリング学習（５年） 委員会後③ 

20 金 カーリング学習（６年） ALT   

☆学芸会を 10月２４日（土）に開催いたしま
す。多くの方々のご観覧をお待ちしておりま
す！ 

 

8月 27日・28日、5年生が南富良野西小学校との

合同宿泊研修を実施しました。日高青少年の家でのス

ポーツレクや七宝焼き体験で仲間との絆を深め、二風

谷アイヌ記念館ではアイヌ民族の伝統衣装の着付けや

各種体験に取り組みました。学校 

の枠を越えて学び合い、心に残る 

思い出ができました。北海道の歴 

史を学び、地域をより愛する心が 

育つことを期待します。 

 

 ９月７日（月）から 9月 11日（金）までの５
日間、教育大学の学生３名が本校で教育実習を行
いました。授業はもちろん、休み時間や給食も一
緒に過ごし、子どもたちに 
とっても、笑顔と活気に満 
ちた１週間となりました。 
お互いにとって、かけがえ 
のない学びの機会となりま 
した。 

 

 

 8 月 31 日に地域参観日を実施しました。当日は南富

良野町の「防災の日」でもあり、3 時間目には 1～3 年

生、4 時間目には 4～6 年生が防災学習に取り組みまし

た。地域の皆様、保護者の皆様、温かいご参観をいただき

誠にありがとうございました。過去に 

地域に起きた災害を学ぶことで、日頃 

の準備や人とのつながりを大切にする 

心が育つことを願っています。 

 

 

 

9月 17日、心地よい秋晴れの空の下、１〜４年生が

上富良野町の島津公園へ遠足に行ってきました。 

 公園では、グループで協力しながらミッションに挑戦

する「ウォークラリー」と、大盛り上がりの「ザリガニ

釣り」を楽しみました。池の周りでは「釣れた！」「大

きい！」とあちこちから歓声が響き 

渡りました。 

 学年を越えて助け合い、仲良く声 

を掛け合う姿がたくさん見られ、笑 

顔と発見に満ちた楽しい一日となり 

ました。 

 9月 17日、18日、6年生が南富良野西小学校と合同

修学旅行を実施しました。1 日目はエスコンフィールド

HOKKAIDO や大倉山ジャンプ競技場（札幌オリンピッ

クミュージアム）を見学し、宿泊先の定山渓ビューホテル

では大きなプールで思いきり楽しい時間を過ごしまし

た。２日目は札幌市内でのグループ自主研修を行い、午後

から青少年科学館を見学しました。 

札幌で広がった見聞を今後の生 

活や学習に生かし、将来の夢や希 

望に繋げていくことを期待します。 


